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【手続補正書】
【提出日】平成30年6月7日(2018.6.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サルモネラ属（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ）微生物であって、ｄａｍ遺伝子中の機能損失型
突然変異ならびにｓｉｆＡ、ｓｐｖＢおよびｍｇｔＣからなる群から選択される遺伝子中
の少なくとも１つのさらなる機能損失型突然変異を含む微生物。
【請求項２】
　前記機能損失型突然変異が、前記遺伝子中の１つ以上のヌクレオチドの挿入、欠失およ
び／または置換からなる群から選択される、請求項１に記載のサルモネラ属（Ｓａｌｍｏ
ｎｅｌｌａ）微生物。
【請求項３】
　ネズミチフス菌（Ｓ．Ｔｙｐｈｉｍｕｒｉｕｍ）、ゲルトネル菌（Ｓ．Ｅｎｔｅｒｉｔ
ｉｄｉｓ）、サルモネラ・ダブリン（Ｓ．Ｄｕｂｌｉｎ）、サルモネラ・ニューポート（
Ｓ．Ｎｅｗｐｏｒｔ）、ブタコレラ菌（Ｓ．Ｃｈｏｌｅｒａｅｓｕｉｓ）、およびサルモ
ネラ・ボビスモルビフィカンス（Ｓ．Ｂｏｖｉｓｍｏｒｂｉｆｉｃａｎｓ）からなる群か
ら選択されるサルモネラ・エンテリカ（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　ｅｎｔｅｒｉｃａ）亜種
エンテリカ（Ｅｎｔｅｒｉｃａ）血清型である、請求項１または２に記載のサルモネラ属
（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ）微生物。
【請求項４】
　ネズミチフス菌（Ｓ．Ｔｙｐｈｉｍｕｒｉｕｍ）である、請求項１～３のいずれか一項
に記載のサルモネラ属（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ）微生物。
【請求項５】
　前記少なくとも１つのさらなる機能損失型突然変異が、ｓｉｆＡ遺伝子中に存在する、
請求項１～４のいずれか一項に記載のサルモネラ属（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ）微生物。
【請求項６】
　サルモネラ属（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ）微生物に対する対象における免疫応答を誘導す
るための組成物であって、前記対象における免疫応答を誘発するために十分な量の請求項
１～５のいずれか一項に記載の微生物、およびアジュバント、希釈剤、担体または賦形剤
を含む組成物。
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【請求項７】
　請求項１～５のいずれか一項に記載のサルモネラ属（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ）微生物の
精製培養物。
【請求項８】
　凍結乾燥、凍結、または再構成される、請求項７に記載の精製培養物。
【請求項９】
　ビルレントサルモネラ属（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ）微生物による対象の感染の可能性を
予防または低減させるための、請求項１～５のいずれか一項に記載の微生物、または請求
項７もしくは８に記載の精製培養物を含む組成物であって、前記微生物または精製培養物
が、前記対象における免疫応答を誘発するために十分な量で対象に投与される、組成物。
【請求項１０】
　経口、鼻腔または非経口経路を介して前記微生物または精製培養物が対象に投与される
、請求項９に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記対象が、ヒト対象である、請求項９または１０に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記対象が、動物種である、請求項９または１０に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記対象が、ウシ、ウマ、ヤギ、ヒツジ、ブタおよび家禽からなる群から選択される、
請求項１２に記載の組成物。
【請求項１４】
　ワクチンである、請求項９～１３のいずれか一項に記載の組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８９】
　本明細書では、ワクチンの安全性を、ワクチン接種動物において、および環境を模倣す
る条件において評価した。サルモネラ属（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ）ｄａｍ　ｍｇｔＣ、ｄ
ａｍ　ｓｉｆＡ、およびｄａｍ　ｓｐｖＢワクチン株は、感染家畜に由来する異種病原性
血清型に対する交差保護免疫の維持に伴う宿主組織中の軽度の生残性を持続した。さらに
、サルモネラ属（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ）ｄａｍ　ｓｉｆＡワクチンは、改善されたワク
チン安全性（ワクチン排出；チャレンジ株排出；全身組織中の生残性；環境中の生残性）
を示した一方、同種および異種病原性血清型によるビルレンスチャレンジに対するロバス
トな効力を維持した。したがって、サルモネラ属（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ）ｄａｍ　ｓｉ
ｆＡワクチン候補は、交差保護効力を低下させることなく、かなり増加した安全性を示し
、有意な環境生残性を有さない家畜の経口投与の安全で有効であり、低コスト手段である
ことが証明され得る。
 
　本発明は以下の態様を含み得る。
［１］
　サルモネラ属（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ）微生物であって、ｄａｍ遺伝子中の機能損失型
突然変異ならびにｓｉｆＡ、ｓｐｖＢおよびｍｇｔＣからなる群から選択される遺伝子中
の少なくとも１つのさらなる機能損失型突然変異を含む微生物。
［２］
　前記機能損失型突然変異が、前記遺伝子中の１つ以上のヌクレオチドの挿入、欠失およ
び／または置換からなる群から選択される、請求項１に記載のサルモネラ属（Ｓａｌｍｏ
ｎｅｌｌａ）微生物。
［３］
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　ネズミチフス菌（Ｓ．Ｔｙｐｈｉｍｕｒｉｕｍ）、ゲルトネル菌（Ｓ．Ｅｎｔｅｒｉｔ
ｉｄｉｓ）、サルモネラ・ダブリン（Ｓ．Ｄｕｂｌｉｎ）、サルモネラ・ニューポート（
Ｓ．Ｎｅｗｐｏｒｔ）、ブタコレラ菌（Ｓ．Ｃｈｏｌｅｒａｅｓｕｉｓ）、およびサルモ
ネラ・ボビスモルビフィカンス（Ｓ．Ｂｏｖｉｓｍｏｒｂｉｆｉｃａｎｓ）からなる群か
ら選択されるサルモネラ・エンテリカ（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　ｅｎｔｅｒｉｃａ）亜種
エンテリカ（Ｅｎｔｅｒｉｃａ）血清型である、請求項１または２に記載のサルモネラ属
（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ）微生物。
［４］
　ネズミチフス菌（Ｓ．Ｔｙｐｈｉｍｕｒｉｕｍ）である、請求項１～３のいずれか一項
に記載のサルモネラ属（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ）微生物。
［５］
　前記少なくとも１つのさらなる機能損失型突然変異が、ｓｉｆＡ遺伝子中に存在する、
請求項１～４のいずれか一項に記載のサルモネラ属（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ）微生物。
［６］
　サルモネラ属（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ）微生物に対する対象における免疫応答を誘導す
るための組成物であって、前記対象における免疫応答を誘発するために十分な量の請求項
１～５のいずれか一項に記載の微生物およびアジュバント、希釈剤、担体または賦形剤を
含む組成物。
［７］
　請求項１～５のいずれか一項に記載のサルモネラ属（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ）微生物の
精製培養物。
［８］
　凍結乾燥、凍結、または再構成される、請求項７に記載の精製培養物。
［９］
　ビルレントサルモネラ属（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ）微生物による対象の感染の可能性を
予防または低減させる方法であって、
－　それが必要とされる対象に、ある量の請求項１～５のいずれか一項に記載の微生物、
請求項６に記載の組成物または請求項７もしくは８に記載の精製培養物を投与すること；
を含み、
－　投与される微生物、組成物または精製培養物の前記量は、前記対象における免疫応答
を誘発するために十分である
方法。
［１０］
　経口、鼻腔または非経口経路を介して前記微生物、組成物および／または精製培養物を
投与する、請求項９に記載の方法。
［１１］
　前記対象が、ヒト対象である、請求項９または１０に記載の方法。
［１２］
　前記対象が、動物種である、請求項９または１０に記載の方法。
［１３］
　前記対象が、ウシ、ウマ、ヤギ、ヒツジ、ブタおよび家禽からなる群から選択される、
請求項１２に記載の方法。
［１４］
　ビルレントサルモネラ属（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ）微生物による対象の感染の可能性を
予防し、または低減させるための医薬品の製造における、請求項１～５のいずれか一項に
記載のサルモネラ属（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ）微生物の使用。
［１５］
　ビルレントサルモネラ属（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ）微生物による対象の感染の可能性を
予防し、または低減させるための医薬品の製造における、請求項７または８に記載の精製
培養物の使用。
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［１６］
　前記医薬品が、ワクチンである、請求項１４または１５に記載の使用。
［１７］
　ビルレントサルモネラ属（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ）微生物による対象の感染の可能性の
予防または低減において使用される、請求項１～５のいずれか一項に記載のサルモネラ属
（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ）微生物。
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